
大腸がん 

大腸がん
レジメン名
ＦＯＬＦＯＸ6+Ｂｖ 点滴時間 Ｄａｙ1 Ｄａｙ2 Ｄａｙ3

（１）グラニセトロン点滴静注　1袋
　　 デキサート注3.3mg　2Ａ

30分 ●

（２）大塚生食注　100ml
　　アバスチン点滴静注　5mg/kg

90分 ●

（３）ブドウ糖注射液　5%　250ml
　 　レボホリナート点滴静注　200mg/㎡

120分 ●

（４）ブドウ糖注射液　5%　250ml
　 　オキサリプラチン注　85mg/㎡

120分 ●

（５）大塚生食注　50ml
　 　フルオロウラシル注　400mg/㎡

5分 ●

（６）大塚生食注　50ml
　 　フルオロウラシル注　2400mg/㎡

46時間 ● ● ●

★14日/クール　
●アバスチン投与時間　初回　90分　2回目以降　60分投与
●レボホリナートとオキサリプラチン同時投与。
●持続点滴のフルオロウラシルは全量100ｍｌとなるよう調整する。インフューザーポンプ使用し46時間後に
　 抜去する。

大腸がん
レジメン名
ＦＯＬＦＯＸ６ 点滴時間 Ｄａｙ1 Ｄａｙ2 Ｄａｙ3

（１）グラニセトロン点滴静注　1袋
　　 デキサート注3.3mg　2Ａ

30分 ●

（２）ブドウ糖注射液　5%　250ml
　 　レボホリナート点滴静注　200mg/㎡

120分 ●

（３）ブドウ糖注射液　5%　250ml
　 　オキサリプラチン注　85mg/㎡

120分 ●

（４）大塚生食注　50ml
　 　フルオロウラシル注　400mg/㎡

5分 ●

（５）大塚生食注　50ml
　 　フルオロウラシル注　2400mg/㎡

46時間 ● ● ●

★14日/クール　
●レボホリナートとオキサリプラチン同時投与。
●持続点滴のフルオロウラシルは全量100ｍｌとなるよう調整する。

大腸がん
レジメン名
FOLFIRI 点滴時間 Ｄａｙ1 Ｄａｙ2 Ｄａｙ3

（１）グラニセトロン点滴静注　1袋
　　 デキサート注3.3mg　2Ａ

30分 ●

（２）ブドウ糖注射液　5%　250ml
　 　レボホリナート点滴静注　200mg/㎡

120分 ●

（３）ブドウ糖注射液　5%　250ml
　 　イリノテカン点滴静注　150ｍｇ/㎡

90分 ●

（４）大塚生食注　50ml
　 　フルオロウラシル注　400mg/㎡

5分 ●

（５）大塚生食注　50ml
　 　フルオロウラシル注　2400mg/㎡

46時間 ● ● ●

★14日/クール　
●レボホリナートとイリノテカン同時投与。
●持続点滴のフルオロウラシルは全量100ｍｌとなるよう調整する。
●Ｄａｙ２、３　デキサメタゾン８ｍｇ/日　分２　朝、昼　服用
●遅発型下痢予防　酸化マグネシウム、炭酸水素ナトリウム、ウルソを、Ｄａy１～４に内服
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大腸がん 

大腸がん
レジメン名
FOLFIRI＋Bv　 点滴時間 Ｄａｙ1 Ｄａｙ2 Ｄａｙ3

（１）グラニセトロン点滴静注　1袋
　　 デキサート注3.3mg　2Ａ

30分 ●

（２）大塚生食注　100ｍｌ
　 　アバスチン点滴静注　5mg/kg

90分 ●

（３）ブドウ糖注射液　5%　250ml
　 　レボホリナート点滴静注　200mg/㎡

120分 ●

（４）ブドウ糖注射液　5%　250ml
　 　イリノテカン点滴静注　150ｍｇ/㎡

90分 ●

（５）大塚生食注　50ml
　 　フルオロウラシル注　400mg/㎡

5分 ●

（６）大塚生食注　50ml
　 　フルオロウラシル注　2400mg/㎡

46時間 ● ● ●

★14日/クール　
●アバスチン投与時間　初回　90分　2回目以降　60分投与
●レボホリナートとイリノテカン同時投与。
●持続点滴のフルオロウラシルは全量100ｍｌとなるよう調整する。インフューザーポンプ使用し46時間後に
　 抜去する

大腸がん
レジメン名
XELOX 点滴時間 Day1

（1）グラニセトロン点滴静注　1袋
　　 デキサート注3.3mg　3A

30分 ●

（２）ブドウ糖注射液　5%　500ml
　　 オキサリプラチン点滴静注　130mg/㎡

120分 ●

(３）大塚生食注　50mL 30分 ●

★21日/クール　
●カペシタビン　体表面積に合わせて、投与量を調整→朝夕食後 1日2回内服
　 (体表面積　1.36㎡未満の場合：1,200mg/回、1.36㎡以上1.66㎡未満：1,500mg/回、1.66㎡以上1.96㎡未満：1,800mg/回)

大腸がん
レジメン名
Cmab単独（2回目以降） 点滴時間 Day1 Day8

(１) 大塚生食注　50ml
　　 ポララミン注　1A

30分 ● ●

(２) 生理食塩液　250ml
　 　アービタックス注　250mg/㎡

60分 ● ●

(３) 大塚生食注　100ml 30分 ● ●

★14日/クール　
●アービタックス　RAS遺伝子野生型に有効

●Ｄａｙ２、３　デキサメタゾン８ｍｇ/日　分２　朝、昼　服用
●遅発型下痢予防　酸化マグネシウム、炭酸水素ナトリウム、ウルソを、Ｄａy１～４に内服
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大腸がん 

大腸がん
レジメン名
Cmab＋FOLFIRI (初回) 点滴時間 Ｄａｙ1 Ｄａｙ2 Ｄａｙ3 Day8
(１) カイトリル点滴静注（グラニセトロン）　1
袋
　　 デキサート注3.3mg　2A
　　 ポララミン注5mg　1A

30分 ●

（２）生理食塩液　500ｍｌ
　   アービタックス注　400mg/㎡

120分 ●

（３）ブドウ糖注射液　5%　250ml
　 　レボホリナート点滴静注　200mg/㎡

120分 ●

（４）ブドウ糖注射液　5%　250ml
　 　イリノテカン点滴静注　150ｍｇ/㎡

90分 ●

（５）大塚生食注　50ml
　 　フルオロウラシル注　400mg/㎡

5分 ●

（６）大塚生食注　50ml
　 　フルオロウラシル注　2400mg/㎡

46時間 ● ● ●

(７) 大塚生食注　50ml
　　 ポララミン注　1A

30分 ●

(８) 生理食塩液　250ml
　 　アービタックス注　250mg/㎡

60分 ●

(９) 大塚生食注　100ml 30分 ●

★14日/クール
●アービタックス　RAS遺伝子野生型に有効
●レボホリナートとイリノテカン同時投与。
●持続点滴のフルオロウラシルは全量100ｍｌとなるよう調整する。インフューザーポンプ使用し46時間後に
　 抜去する

大腸がん
レジメン名
カペシタビン＋Bv 点滴時間 Day1

（1）大塚生食注　50ml
　　 デキサート注3.3mg　1A

30分 ●

（２）大塚生食注　100ml
　　  アバスチン点滴静注　7.5mg/kg

90分 ●

(３）大塚生食注　50mL 15分 ●

★21日/クール　
●アバスチン投与時間　初回　90分　2回目以降　60分投与
●カペシタビン　2,000mg/㎡/日　Day1夕よりDay15朝まで内服

＜最終更新 ： 2021年7月＞

●Ｄａｙ２、３　デキサメタゾン８ｍｇ/日　分２　朝、昼　服用
●遅発型下痢予防　酸化マグネシウム、炭酸水素ナトリウム、ウルソを、Ｄａy１～４に内服
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